
WL-615シリーズ 

取扱兼工事説明書

このたびは、ナショナル音声調整卓Wし615シリー 

スをお求めいただき、まことにありがとうござい 

ました。

ご使用の前に、この説明書をよくお読みのうえ、正 

しくお使いください：

（写員はW L-615Mタイプにカセットテープレコーダを敷せだものです）

ご使用のまえI;
1.調整卓の設置場所は
商射n光の丐たるところや 
温風吹出n近くは避けてく 
ださい。固网温度は、〇〜 
40で、湿度は90%以下でお- 
使いく ださい。 また、湿気、 
ほこり、振勅の炙い堝所に 
設置すると故陬や'K故の 
原因になります。

ご使用いただく電源電圧は 
交流（AC）100Vです。

3.水がかからないように
テーブルや操作パネル面に、 
花びんや1••乳びんなどを置 
かないでください。万一、 
凋整卓に水が人った場合は 
すぐに•屯源を切り晞人店へ 
ご連絡ください。

異物は感電や故障の原因に 
なります。
調整卓内に、縫い針、ヘア 
ピン、硬貨などの余域物が 
人ると感•屯や故陣の原因に 
なることがあります。万一、 
金逋物が人つた垠合はすぐ 
（二、目属人店にご連絡くださ

IilWtfH)

□ □

本機に腰かけないでください
踏み台代り（こhつたり鴨かけ 
たりしますと機器が破損した 
り、思わぬけがをまねく二と 
がありますので、ご注意くだ 
さい。

.本機の清掃は
vg源を切って乾いた布で拭い 
てください。ほこりがとれ：こ 
くい時は、中性洗剤を布に浸 
み込ませて粍く拭いてくださ

工事は購入店にお申しつけく 
ださい
塊?；！を移勒したり、増設した 
りする塢含はエがが必要です。 
必ず稱人店にご連絡ください0 
また調整卓の内部には、高堪 
序のかかっている個所があり 
ます。調粮中-を改造したり、 
内部には絶吋に触れないでく 
ださい。

8.本機に異常があるときは
使用中にヒューズが切れたり, 
突然音がでなくなったなど、 
異常が生じた堝合はすぐに屯 
源を切り、P.鼻人店にご連絡く 
ださい。

_

本調整卓には電源コードは付属されておりませんので別途お手配下さい
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音声調整卓（WL-615シリ-ズ）の操作のしか

■音声調整卓WL-615シリーズの機能
音声剽幣W L-615シリーズはラジオやマイクロホン、レコードやテープレコ—ダなどを、申迚あるいは. 

ミキシング（音の合成）をして、音声放送ができる，！W整ヴです。

§ ホン

小ふ 1

テープレコーダ

B : a

00000 
C■''ず i * "t

b m
00000

mimi：i

ス方

‘コードプレーヤ

スビ-方

二の他：こもレビータやワイ 
ヤレス、チャイムなども接 
校できます。



操作のまえに
アナウンスマイク

00000 00000
〇〇 〇〇〇* 00000
n I r I i j r II To 
00000 00000 0

スピーカ 
1M択スイッチ

ロロ□□□□口

lllliiii
入力音置 主音置

全校（全館）一斉にいそいで放送するときや操作方 

法を知らない方の為に。

@

緊急放送 絮公放送ポタンを押し、アナウン 

スマイクロホンに向って話します。 

令校（令館）一卉にアナウンスが放 

送されます。（祀源スイッチを人れ 

る必要はありません）

放送が終ったら、再びこのボタン 

を押してください。

各入力機器の最適音量を設定し、付属の音®指示 

マーク（<§>-）を貼ってください。

その後は各入力音aツマミを®>•まで操作すれば 

常に最適音»が得られます。

各入力音量の上にある枠には、付属のシールを貼 

り、各人力機器の名称を記入してください。

① 使⑴のiW後には、電源スイッチを入•切して 

ください。

② 入力音置や主音置は®^のところまであげて
例えば、アナウンスマ 

イクを使ってアナウン

ください, 

口
アナウンス

曼><

入力音置主音置

スするときは.アナウンス 

の入力音置と主音置を 

，印のところまであ 

げます。

③スピーカ選択スイッチを押します。

スビーカ選択ス

00000 00000
61 r r r l"l^T r
00000 00000

二
00000 00000

-斉

チ

で、放送したいところを 

選択します。全校（航> 

一斉に放送するときは 

一斉のスイッチを押し 

ます。

スピーカ選択スイッチの上にあるスビ_力表示力 

ードにはそれぞれの系統のスピーカ設置場所を記 

入してください。



■基本的な操作のしかた

太い矢印は操作の手順を示します。
細い矢印は操作部分の位置を示します。

>使用の前後は、屯源スイッチを入乂は切にしてください
使Hiしない人力音Wはさげてください

アナウンスの入力
音置をまであ 
げます。

アナウンス
主音置ノマ
ミを！§>•印 
まであげま

主音置

00000 00000 〇

放送したいところのス 
イyチを押します〇 
一斉：.t令部に放送され 
ます,，

スが終
らAぴコ

主音■ツマ
ミを®- 1:11

一斉は令部（こ放送され

放送したいところのス

[(J ¢0] I [ J ( [9 
1000 00000 〇

マイクの入力音■

分
コードの入力音
を曼>-まであI 

ますレコードを放送する

とき

—<Dスビードを介わせ 
r~（|）アーム上下を「Zj 
のR芯にし、トーン 
アームをレコード

盤Lに移衂します 
アーム上ドを「2】 

J の位芯にします

)'I I [0J I

00000 〇〇100〇 〇

放送したいところのス 
イッチを押します。 
一斉は全部に放送され 
ます。

テープレコーダを放

送するとき
—再生ボタンを押します,

テープレコーダの詳しいことはテーブ 
レコーダの取扱説明九をご#照ください,

. . 、＞

ラジオで放送すると 

き 〇〇〇

主音■ツマ
ミを印 
まであげま （s>^b

主音■

2)
ドを切換え

同調をとり 
（ランプ点灯）

③音量を（§>•印ま 
であげます„ '〇

③① ②

.二:““.:.〆

W I JC
00000 0000〇 〇

放送したいところのス 
イッチをW1します。 
一斉は令部に放送され 
ます。

主音置ツマ
ミを（§>•印 
まであげま 
す。

4:
主音置

00000 000〇〇

汝送したいところのス 
イツチを押します。 
一斉は全部に放送され

ラインの入力音置
をみまであげま ライ

調整卓のアナウンス 

マイクロホンで放送 

するとき
虞

スタジオのマイクロ 

ホンで放送するとき

OOH
OO

□0
 

i
i

8
H
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OOH
OO

放
送
さ
S
す0
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;
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雜
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■ある放送から他の放送に切換えるとき（あるいはミキシング放送するとき）

例：レコード演奏の前にアナウンスを放送し、徐々にレコードを大きくする .マイクからマイクへ、マイクからテープレコーダへなど他の放送も同じです。

アナウンスの入 
力音置を®＞• |':|1 
まであげます。

アナウンス 紅 C r [ t it r r （b
00000 00000 o

放送したいところの 
スイッチを押します、

1^>
アナウンスマ
イクでレコー
ドを演奏する 
旨を放送しま

アナウンスが終 
る'しfltnこ、レ 
コードプレーヤ 
を動作させます。

レコードの入力 
音*を静かに
印まで•あげます,，

スの入力
音量をW

グ放送に

録音のしかた
ご注意：録音する場合テープレコーダーの接統されているライン入力音量ツマミは下げてくたさい。糸

スタジオマイクを放送する
と共に録音もする

腿と能

マイクの音*
を&印まで 
あげます。

マイク

4■-

ラジオを録音する
1=-1
〇 〇 〇

ラジオは単独

1バンドダ切換え
2）同調をとり

（ランブ点灯） 
③音置を（§＞印ま 
であげます。

③
ラジオの録音だけは、牧送中であってら.二れに間f系なく UUlJ!で録 
音できます。

主音置ツマミ
を印まで 
あげます。

4;
主音置

00000 0000〇 〇

放送したいところの 
スイッチを押します。

録音選択人

2

録音選択ス

再生するテープレコーダ 1 |

テープレコーダ2からダビ テープレコーダ2 テープレコーダ】 の入力音置（ライン人力） :

ング（うつしかえ）をすると 峡今〔一へ^
. . \ を®^印まであげます，

(•><

さ r?r] -

再'Uするテープレコー 
-ダを再生にし痒を 
出します。

%

録音選択スイツチをラ 
インuします。

ラジオ ライン
※テープレコーダの詳しいことはテーフ。レ 
コーダの取扱説明邦をご参照ください。

1/

① 屯源スイッチを人にします。
② 時停||•.ボタンを押してから 
緑疔ボタンを押します。
③ 入カレベル,岡輅つまみ及び入 
カバランス調皓つまみで録音 
レベルを調幣します。

（D--時停止ボタンを押します0

録竒のスター 

トタイミング 

は、モニタス 

ピーカで確認 

するとより簡 

中-に録音でき 

ます

モニタのしかた（調整室での音の確認） 糸ご注.& :アナウンスの入力音置があがつていると、モニタスピー々よリ音がでませんので 

アナウンスの入力音置がさがっていることを確•忍してください。

ほ戈び
7- e-*'；

録音選択
%
モニタ

放送する前にテー
プレコーダをモニ

夕するとき

直：:::\_

スビー々選択スイ 
•V千が全て〇 F F 
になっていること 
を石苗於します。

00¢）00 00006 0
•つでも〇 Nにな 
っていると放送さ 
れてしまいます。

ラインの人 「
力音》を 
劣-印までラ 
あげます＜秦あげます。：w di

テープレコーダを》写生にします。 
テープレコーダの電源スイツチと再 
生音置をわ•忘れなく。
モニタ音*を調節してください。

ツマミ
モニタ音置

印まで
あげま

主音置

モニタ音置を網節して
ださいc

放送中の音をモニ 放送
モニタ音置放送をします。夕するとき

モニタ

G 0677.1066 A8QA0777AN



■操作のしかた

1.操作のまえに

（イ）音声調整卓Wし615シリーズの機能

音声，］中-WL-615シリーズはラジオやマイクロホン、レコードやテープレコ—ダなどを 虫あるいは

ミキシング（存の合成）をして、音声放送ができるです

猶^»繼■纖爾漏 ^ -/ :

スビ'•か

F»m— r—1 •，
b e ~ f - • B-

二の他にもレピータやワイ 
ヤレス、チャイムなども 
校できま十

S_

ililiiii ：i

級游^^^應魏

スピーカ

スレカ



（口）操作のまえに

アナウンスマイク

00000 00000
00000 00000

<21 I i ] I !Q1 I 1 I 1 IP

00000 00000 o

入力音置

スピーカ 
«択スイッチ

0
緊急放送

全校（全館）一斉にいそいで放送するときや操作方 

法を知らない方の為に。

3H公放送ボタンを押し、アナウン 

スマイクロホンに向って，JAします 

全校（全M） — /?にアナウンスが放 

送されます：（屯源スイッチを人れ 

る必翅はありません）
放送が衿ったら、冉ぴこのボタン 

を押してください

黎各入力機器の最適音»を設定し、付械の音簸指示 

マーク（）を貼ってください。

その後は各入力音aツマミを＜§＞•まで操作すれば 

常に骰適音簸が褂られます。

•各人力音班の上にある枠には、付/成のシールを貼 

〇、各入力機器の名称を記入してください。

①仲用の前後には、電源スイッチを入•切して 

ください。

2入力音置や主音置は＜§＞のところまであげて 

例えば、アナウンスマ 

イクを使ってアナウン 

スするときは、アナウンス 

の入力音置と主音置を 

•印のところまであ 

げます，

③スピーカ選択スイノチを押します

スビーカ選択スイッチ 

で' 放送したいところを 

18沢します 全校（館〉 

—Aに放送するときは 

—斉のスイッチを押し 

ます

入力音置主音置

61 I I I I 1C»1 I I I I 10

00000 00000
01 I 1 I 1 101 1 1 1 1 10

00000 00000
01 1 1 1 1 101 1 1 1 I 10

00000 00000 P 
厂 

-斉

スピーカ選択スイッチの上にあるスピーカ表示力 

ードにはそれぞれの系統のスピー々設*場所を記 

入してください。

（詳細はP 6をご覧くださ



レコードを放送する 

とさ 纖纖

コードの入力音
:までんげ

■ ノ 1スビードをれわせ 
瓦）アームI.ドをrZJ 
の位芯にし、トーン 
アームをレコード

盤I:に柊仙します 
DアームI.ドを 
の位芯にします

61 I r r r ［〇［ j j j ］ g» 
00000 00000 〇

放送したいところのス 
イッチをします。 
一斉は乍部に放送され 
ます。

テープレコーダを放

送するとき

C J
r—^ . . • •

再生ボタンを押します

テープレコ_夕•の,げしいことはテーブ 
レコーダの取扱,叫;1fをこ•参照ください,

•:•ン:••••••••■•••••••■>

基本的な操作のしかた

E2SSS52聖^人I、矢印は挽作のf.順をボします
- - - - - 細い矢印は揀作部分の位矜を示します。
♦使⑴の前後は、源スイッチを入乂は切にしてください。 
•使用しない人幻音Wはさげてください

lllllil

アナウンスの入力 主音■
音置を®-よ 知い調整卓のアナウンス

マイクロホンで放送
するとき 斉：ti?部に放送され

主音■

主音■ノノ

主音■

主音置

主音置

00000 0000〇 〇

:放送され

ころのス

斉は令部に放送され

n 1111 Ty
00000 00000 〇

マイクの入力音讎
ぐ（§>

3）音置

2同調ケ1
:グ切換え

(§>■ I I* t

c>
(S> \ u 00000 00000 〇

放送したいところのス 
イツチを押します。 
一斉は令部に放送され 
ます。

ラインの入力音置 1—
ライ

1

す..
まであけ•ま

二

ラジオで放送すると 

き
\W
〇〇〇

スタジオのマイクロ

放
送
さ
れ
ま
す
Q

lls
lln
;,㈣
1S)



3.上手な使いかた
（ィ）ある放送から他の放送に切換えるとき（あるいはミキシング放送するとき）

例：レコード演奏の前にアナウンスを放送し、徐々にレコードを大きくする マイクからマイクへ-マイクからテープレコーダへなど他の放送も同じです。

アナウンスの入 
力音置夕i n
まで多，け'まナ〇

主音置夕®^印
00000 00000 0

放送したいところの 
スイ/チを押しま！-.

アナウンスマ ^

じZ匕,び 1：V

ドを，W餐彳る /
行を方kmしま I
十… 5

―./

アナウンスか Tf 
る少し前に.レ 
コードブ‘レーヤ 

を動（1-:させます

レコードの入力 
音胙かに
印まであげます

I I
レコード

アナウン

JV スの入力
音■を好

^1/ か（こさけ’

ます，.

■Tしアナウンスの 
入力音置をさ
げないと、ァ 
ナウンスとレ 
コードのミキ 
シング放送に 
なります

（口）録音のしかた
余 ご注意：録音する場合テープレコーダーの接統されているライン入力音置ツマミは下げてください‘

ノチをラ録音選択べ主音置ツマミマイクの音置
二しま(§>- 1;"ま 印tて

スタジオマイクを放送する ラジオ ① Ytil!;•、スイッチを入にします。

② -WWr- ll••ボタンを押してから 
砧八•ボタンを押します。
③ 人カレベル,岡核つまみ及び人 
わバランス,刺恍つまみで■ 
レベルを凋輅します。
④ -時悴ル•ボタンを押します。

放送したいところの 
ノ、イツチを.押しますと共に録音もする

放送と録音

録音選択べ:ケ切換えいバン
ジオに?)同調'.1:1)

•以汗のスター
ラジオラジオを録音する。 3音置;V

ラジオは単独
ピーカで確,tK

普だけは.牧送中であ*
るとより簡

•きまナ
こ餘作て-き

チをラ録音選択ス三十るテープレコ再生するテー
テープレコーダ2 ダf再生：こし作をテープレコーダ1 の入力音嬲テープレコーダ2からダビ コーダの祥しいことはテープレ※テーブ

ま十0まであ デます.をかII コーダの取扱,!叫i1!••をご参照ください0ング（うつしかえ）をすると

ィでませんので余r , i-.0；:アナウンスの入力音®があがっていると ビー々より、モニ

:ハ）モニタのしかた（調整室での音の確認）
ことを確,Uiしアナウンスの入力音■が てください。がっている

■'モ-夕 
スビニ•力|

II音選択

⑯
モニタ

m

あげま

を®^

主音置

力音*を

あげます。
逢＞•印まで

モニタ音*放送をします。

力 imn ^

L ON

放送する前にテー
プレコーダをモ

夕するとき
モニタ

夕するとき
放送

モニタ

生音匿ケ
モニタ音*夕調節し■：ください

ダの電源べ モニタ音蟹



（二）優先放送中表示灯について

- - - - - 優先放送中表示灯

優先放送中の#色ランプが点幻 
しているときは、一般枚送:iできません

庵先放送中及ポ灯は..般放送以nのものが放 

送されると点そrしますこのランプが.■•.けrする 

と-般放送は中断されます

* 放送の戌先》lfl位は次のようになります

1. チャイム、絮公放送.リモコン（ミキシング

2. —般枚送

♦チャイム、絮公放送、リモコンが勁作す 

ると一般放送が中断されます

ただし、チャイム、3H急放送、リモコンが 

同時に釣作したときにはミキシングされます

（ホ）ラジオのランプ（同調表示灯）について

バンド切換同調

同IS表示灯
（同調がとれるとランプ 
が点灯します）

同肩表示灯は3IMされ 

た放送Wに完全に5っ 

ているかどうかを，r《す 

ものです

:へ）メータ（ピークレベルメータ）のみかた

被
0 '10

このメータは放送される疔の 

大きさをあらわします，放送 

される音の大きさは、入力音 

量と主音量のポリユームによ 

って決定されますから、メー 

夕の針が赤の部分にならない 

ように入力音置や主音置の位 

押を決めてください
'音»は接統される機器に、 

によって異な0ますが通 

V常7 ~ 8目盛程度です0 , 

人力音最の位:Sが決定したら 

付城の音M指示マーク（§＞を 

貼ってください。

卜）音質調節の使いかた

高音

-5 +5

低音

rrtt凋節は灯音や低汗をコントロ 

—ルするもので通常は灯斥.atn 

とも “ 〇 ” の位;«でお使いくださ

い。

rt n.低竒とも“"向（+ 5の"） 

へまわすと強渊され、/r:"向（一5 

の"）へまわすと5W くなります

-5 +5

（チ）調整卓に接続される機器の表示について
シールを貼る

レコード
テープ
レコーダ ワイヤレス

. . . 、〔……‘ニニ广…

マイク3 レコードライン1 ライン2 £Z3£33lt3

調枝卓には各人力部に接絞される機器等の名称を記 

人するシールが1シート（ 24枚人）付械されていますe 

このシールに人力機器の名称を紀入し、，潤焙克操作 

パネルの各人力音w；の上にあるわく （ C_］）の上 

（こ貼ってください。

（リ）スピーカ表示カードの使いかた

グ
，教I廊下階/ 2階

ァ/一職員室I教室」
スビーカセレクタには各スビー乃の場所等を記

人する衣示々ードが付いています。

く々ードへの記人方法〉

① 乃ードは中央:部をつまんでリ1き上げればはずれ 

ますので、hの透明アクリル板を取り、下の力

—ドにスピーヵ没:}^場所等をAき人れてください。

② 力ードへの，!己人は鉛，で行なうと、消しゴムで 

mi'M-に消えますので、訂正や姿史が料易です。 

また' 舐等に”いたものを、透明アクリル板と 

々ードの問にはさんでも使用できます。

③ 記人後は' 透明アクリル板をもとの位•芯にはめ 

込んでください。

® マジ.ノクインキ' ボールベンで,1?かないでくだ 

さい。



4.レコードプレーヤの保守

（イ）オートリターン位置調整のしかた
トーンアームがnに;乂-らな'*、場や、レコード 

演秦の途中で卜ーンアームが戻ってしまう塢合は、

ドWの要Mで凋松します。

❷マイナスドライバーで調整ねじを回します。

自動的に戻らない 
場合は，時計方向/^ I途中で戻ってしまう堝合は， 
にねじを回します。I /反船方向にねじをMします

〇ゴムキャップを 
外します。

オートリターン位置調整ねじ 

（口）アームリフトの高さ調整のしかた

アームリフトのMさ（アーム上下を「Y」位芯にして 

針先とレコード而に屯ずる1153 PrA）は工場出荷時に5 

~ 7 mmの範I用で凋核しています0

工場出荷時のアームリフトの高さ

5〜7mm

コード面

他の力ートリッジを使用したり、特に凋怯が必要 

な場合は次の恕領で凋怯します。

アーム上下

❷針光保,獲のため針カバーをします（

❸凋枋ねじを 

整します。

時計方向に㈣すと 
レコード盤と針先 

の間蹣が狭くなり 
ます。

ヾーでi"iして品さを,姆

反時計方向に回すと 
針先の間wが広くな 
ります。

（ハ）ターンテーブルの調整のしかた

夕—ンテ—ブルのストロボ給Hが右J/ln］か/il方向に 

流れてW•える場合は、夕ーンテーブルの回♦ムスヒー 

ドが合っていません。このような場介はドMの袈站 

で凋聆します。1»1^スヒードが合った堝介は縞11が 

i卜•つたように兄えます。

ストロボ縞目について

スピード調整

45 rpm 
33-1/3 rpm r 
45 rpm

/50Hzの電源固波tt 
f地区で使⑴

33-1/3 rpm I—60Hzの罐源固波数
地区で使用

•給mが左の方i〖iiに流れている堝れは、 

スヒードが罕•すぎます0

ストロホ縞目

^ K K K K
^~d^—- - - - - - - - - - - - - - - - - : =11: _ _ _ _ _— スピード,岡軼を

のん-向に凋怯します。

+

スビード調整

|縞gが右の方叫に流れている塲合は、 

スヒードが遐すぎます。

ストロボ縞目

m ^ 3 m m
スピード•岡怯を 
十の方向に凋焙します。

スビード調整
アームリフト高さ調整ねじ



（二）レコード針交換のしかた

•本機の交換針はテクニクスEPS-24CSです。

人切なレコード盤をいためないよう約1000時問を 

II安に下の要領でV.めに交換してください。

〇使川ずみの針を取リ外します。

❷所しい針を針光に触れないように注愆して定位芯 

で土まるまで完令に茗し込みます。

針つまみ

バ主意- - - - - - -
針スリーブをカートリッジ本体の取付穴に合わ 

せ最後までしっかりと挿入し、針つまみと本体 

にすき間がないことを確認してください。

，針先やレコードに付藩したほこりやごみはよく 

取り除いてください。

々ートリソジの針’光は徴小なU •りを検出する超 

M密部品です。指•んで触れたリ、過人な力が/川 

わらないようI-分ご注.（3: ください。

針充にほこリやごみがついたまま演条しますと， 

$t•:tがレコード汗aにii.確に枝触せず、finが 

.■出化するだけでなく、レコードや$1-尤のmicが 

V-まリます。

やわらかいブラシでx•印ん•心］にていねいに取リ 

除いてください。

針先

やわらかいブラシ

（ホ）力ートリツジ交換のしかた
〇卜ーンアームをアームレストにlA-lViiしてくださw

トーンアーム

アームレス

❷々ートリッジ取付ねじをマイナスドライ八一で外 

します。

カートリツジ

マイナスドライパ

取付ねじ

❸針光にデ-が触れないように注,（5:して力ートリッジ 

をリ1き抜きます。

〇トーンアームのコネクタと々ートリツジのビンを 

羚わせて鑪後までしっかリと神人します。

❺ウートリッジをマイナスドライ八一でねじ±めし 

ます。



5. Wし6 I 5シリーズの特長

ナシヨナルー疋〆段”十WL - 615シりーズ：ょ、 

高性能ながらハイコンパクトな--疋枚送用の？‘f声 

調枝卓です。

〔システム性〕

■ WL-615シリーズは、すべて統•されたデザ 

イン、規格化された機構ですか.-v Hji-i：-1-f- 

算■'こ応じてのシステム拉,什やグレードア.，ブ 

が可能です。

• Wし615シリーズは、レコードブレーヤの付 

祺、袖卓の個数によって、3神姐の標準-タイ 

プがあります。

タイプ 品番 レコードブレーヤ

両袖タイプ
WL-6I5 -

WL-6I5M

片袖タイプ WL-6I8 -

»スビーカ選択スイッチ（スピー々セレクタ） 

は〔10局、20局、30ん3〕+ •行の中からお;茜 

ひ-いただけます。

10局…WL—615シリーズ 

20局…VVL— 615シリーズ/20 

30局…WL— 615シリーズ/30 

職貝宰.保安申などからの;S隔找作 > マィク 

ロホンによる…？fまたは個別放送）が可能て- 

す0 .••（別売）

，録音.再生人力部（テ—ブレコ—ダ用）には 

お手持のカセ.,.トテレコをそのまま•ご利用い 

ただけるようミニジャクも設けました。（た 

だし単姐ジャックとル⑴）

〔操作性〕
*緊急放送スイ/チを押すだけで一般放送が自動 

的に切れ、緊，さ.のアナウンスができます。 

fワンタッチ方式）

•操作性をm覘、人力系統は左側、出力系統は右 

側に分かれており、左から右へ、どなたにでも 

操作いただけます。

•必要性の少ないスイ'チ如をi成少（杓2 •削減少 

:当社比）、揀作がより 柄簡中-にな1）ました。

•スピー々セレクタには.々ラースイソ+ （ウイ 

ンクスイ"チ）を採用していますので、ON — 

OFFの確姑が容易です。

参アナウンスマイクロホンは、自由に曲がるフレ 

キシブルシャフトですから、もっとも使い易い 

ポジシヨンが選べます。

•チャイムによる報Bキは、タイマーとの速動によ 

リすべて自動的に行なわれます。…（別売

〔機能性〕
♦ラジオには同,洞表示灯がついていますのて-、同 

調が？？易です。

• AMチュー十に八ーアンテ十を採用しましたの 

で指向性が坩し、悠ほが向hしました 「AM 

は4 dB、FM ：i 2dBup ： ^ 卒十.比

攀ア十ウンスマイクロホンにはE.C.M :エレク 

トレットコンデンサマイクロホン）を採用しま 

したのでff Hが向I し、祈設,i t•のAVC M S各（才

一トマチノクボリュームコントロール，ともfii

まってひずみが少なく明僚咬の窃いrr-がf!fられ 

ます。

•マイクロホンの人力：i 4 ［口1路（アナウンスマイ 

クを含む）、テープレコーダ，ワイヤレス受信機用 

などに3回路.レコードプレーヤ用 マグネチ，

ク切）に1M路、その他チャイム、レヒータ、 

リモコン、非常の各1人力M路があり、チャイ 

ム、リモコン、非常を除いてMU虫また：iミキシ 

ングで放送することができます。



•録音はライン出力の他に、スイッ手切換えによ 

って放送とは無関係にラジォの単独録ffもでき 

ます。

子スイッチの採用により（憂先回路（チャイム 

.緊急-リモコン）の切換えノイズはほとんど 

なくなりました。

争f憂先回路のf憂先順位は次のようになっています。 

1.チャイム、緊急放送、リモコン（ミキシン 

グ）2 •--般放送

憂先回路が働くと、「f憂先放送中Jの赤色表示ラ 

ンブが点灯します。

※チャイム.緊急放送-リモコンが動作すると 

一般放送は中断されます。ただし、チャイム、 

緊急放送、リモコンが同時に動作したときはミ 

キシングになります。

翁人力音Kは8 M類のものを単独にコントロール 

でき、出力疔缺は孩彦•低音のff質をそれぞれ 

，洞節したのち.主音Mボリューム1つでコント 

ロールできます。

争各ボリュームには、適切な音Mを指示する「音 

St指示マークjをお貼りいただけます。

参ピークレベルメータによ*）、ピーク値が容易に 

確認できますので、歪みのない放送や録音が可 

能です。

參コールサインには和音式を採用、音質がよく余 

Sflがきれいです。（ドミソドの一棟類）

春帝域フィルタを内.藏していますから、不必要な 

帯域をカットし、低亮域の雑昔を防止します。

〔安全性〕
書-姐源部及ひ•各Mの筏統端子部は、すべて内部に 

収納されますので、7¢源部が商接身体にふれる 

ことはありません。（惑電rホ止型）

♦また不必要なコード類は、すべて機器内部で処 

理されますので、コードが足にひっかかって断 

線やシヨートすることもなくなりました。

•電源トランスには温度ヒュース•を内蔵、m板ゃ 

部品は不《化されてぃるなど安全性を追求した 

設計です。

〔工事性〕
•人力端子は前面にあって、しかも前テーブルが 

開閉できますので、接統やつなぎかえ、点検が 

容易です。

春スピーカラインのv線は、袖卓前面より端十盤に 

接統できます。しかも、線mを差しこみドライ 

ハ•一で締めるだけですから、簡単に接統でき、 

つなぎかえ、点検も容易です。

暴俺器問配線は、溲器内部の通線Uによリrtd線で 

きますので線tすが霑出せず仕上りがきれぃです＜

春調帑草への俾器（ュニノト）収納は、ラ/クマウ 

ント方式ですから、設》、接統ェ私、保守点検 

が容易です。

■アフターサービスについて
1.保証害（別に添付してあります。）

保趾•*::は、必ず「阪ゾ!^/名• ttft人I1Jなどの紀人 

を確かめて阪，た店から受取っていただき、内界 

をよくお読みの後人切にw苻してください。 
f呆証期間…こ•眺人Hか^＞1半間です。

2 .修理を依頼されるとき 

取扱説明范をもう一度ご1^いただき、なお與常 

のあるときは、必ず屯源プラグを抜き、お求め 

の阪克Mi•にご;!11絡ください。保趾灯の妃敕内容 

により、販売店が修理いたします。

•保証期間中は

お求めの販必店にご迚絡ください。保M ”の規 

定に促って、販売店が修邱いたします。

迚絡していただきたい内容 

參ご住所•ご氏^; •屯詁游v 

參沢品名•品聆.ご眺人11 
參故K＜または!A!•常の内界（できるだけ詳 

しく）
暑,,力問ご希臂n

•保証期間が過ぎているときは
お求めの阪必;,》/に、まずご相•，炎ください。修邱 

すれば使川できる製品については、ご希屮によ 

リ有料で修理いたします。

3.アフターサービスなどについて、おわかりに 

ならないとき

お求めの販'たん1;にお問れわせください。
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事説明 本機の工事は、必ず販売店に依頼してください。また、 
工事の場合は、必ず電源スイッチを「切」にし、電源プ 

ラグをコンセントから抜いてください。

■設置のまえt: 
1.機器構成

春機器構成

Wし6I5Mシリース

スビーカセレクタの数
10局…WL-6I5M 
20局…WL-6I5M/20 
30局…WL6I5M/30

IB Q OB*
CD CD

袖卓 調整卓本体 .

なし（レコードプレーヤなし） 
のタイプもあります。

レコードプレーヤ

袖卓

フットカパー付

WL-6I8シリーズ

f端子盤

スピーカセレクタの数 
10局…Wし618 
20局.-.WL- 6 18/20 
30局..Wし618/30

/

[Po

袖卓

フットアング八

端子盤

調整卓本体

ュニット品番構成 調整卓本体
WL-6

レコードブレーヤWし-616/20
W し-616/30 WE-BD22

Wし LI60

Wし LI60

フットアングル
W2-FAS/C550

W し-Z820

足台 W2-FBS/485 端子盤WU-Q48

フットカパー
W2-FCD A350

※袖卓WしL160にはWE-BD22以外にカセットテーブレコーダも攸せられます。



2.機器定格
•調整卓本体 WL-616/10, WL-616/20, WL-616/30共通

電 源 AC I00V 50 60Hz

消賢m力 〶約MW （ュニットやオプションを除く）

定格出力 OdB （IV）

周波数特性 50' 15,000Hz ± 2 dB以内

ひずみ率 1 %以下（1,000Hzにて）

ラジオ受信部
F M AM

受信周波数 76-90MH2 525〜1,605kHz

300Q平衡又は75Q不平衡 ローインビーダンス又はバーアンテナ

中間周波数 10.7MHz 455kHz

有効感度 l8dB以下（S/N 30d巳にて） EXT 300巳以下（S/N20dBにて）BAR I20pv m

デイエンファシス 50" S

入力回路
入カインピーダンス 入カレベル S N 回路玖

マイク1〜3 600Q平衡 -72dB 55dB以上 3回路

アナウンスマイク （600Qに適合〉不平衡 -70dB 50dB以上 1回路

ライン1〜3 20kQ不平衡 -22dB 65dB以上 3回路

レビータ 600Q不平衡 -22dB 1回路
レコ ー ド 50kQ （RIAA） — 56dB（l ,000Hzにて） 60dB以上 1回路

リモコン 20 kQ OdB以下 5WB以上 1回路

チャイム 20kQ - 30dB 55dB以上 1回路

非 常 2.2kQ OdB 1回路

トーンコントロール 100Hz、10、000Hz にて 1,000Hz に対し ±IOdB

出力回路
負荷インピーダンス 出カレベル 回路数

ライン出力 ハイインビーダンス OdB 1回路

録音出力 ハイインピーダンス —12 dB 1回路

モニタ出力 IOkQ以上 40dB （100V） 1 W 1回路

スピーカ出力 10局+ —斉（または20局本一斉.または30局+ —斉）+40dB （I00V）

制御端子
— 斉 制御 1 リモコン制御 1

非常 制御 1 チャイム制御 1

電源制御 1
コールサイン制御 | 1

付属回路
ビークレベルメータX 1

ラジオ単独録音回路X 1

寸 法 537mm（幅）X 851 mm（高さ）x 700mm （奥行）

重 里 約20kg

仕 上 げ

1 体：オレンジ色マンセル2.5YR5/I0近似色、一部ダークオリーブ色マンセル5Y4.5/I.5近似色

操作パネル：ハネルホワイト色マンセル5Y7.5/1近似色 
副操作ハネル：黒色メラミン焼付塗装マンセルN-2近似色 
前テーブル：黒色塩ビ$8板マンセルN-2近似色 

脚 ：銀色メタリック

12



仕

寸 法 511（幅）X700（高さ）><700（奥行）mm

重 讎 ^10.5kg

I 袖卓 WL-LI60

=1 ドプレーヤ WE-BD22

13

夕
形 式

ベルトドライフ

オー1、マチクタ-ンテ-フルシステム 
オートリターン/オートストン

形 式
プラクインコネクタ方式
MMftbステレオカ-トリvン

1 駆動方式 ベルトドライフ 磁気回路 オールラミネ-トコア

IE動モータ DCモ-夕 周波数特性 10Hz 〜30kHz
1 制御方式 F Gサ—ボ 力 出力電圧

2.5mV(- 52dB) 1 kHz.5cm/S,水平速度
フ ターンテーブル アルミタイカスト％ 直彳531.2cm 1 3.5mV(- 49dB) 1 kHz,5cm/S,45° 速度

部 回 a 数 331/3. 45rpm チャンネルセ/'ーシヨン 22dB(lkHz)

ワウ•フラツタ 0.045ccW R M S JIS C5521 チャンネルバランス 2<jB以内！‘ 1 kHz /

S N 上匕 70<3B IEC 98A Weighted コンブライアンス 12 X lO^cm/dyne (100Hz;
スタティノクバランス形 1.25±0.25g

形 式 ストレ-トトーンアーム シ 47kf)〜1(XM1

卜 アラクインコネクタ万式 部 自 重 69

1 アーム有効長 230mm 交換針品番 EPS-24CS

才ーパハング 15fnm 430(幅)X95(Sj さ)X373.5(奥行‘mm

I +2* 32， 30cmレコ-ド外周） 寸 法 430（裼）X360（高さ）X405（奥行）mm

厶
トラ7キンクエラー角

+0* 32/ （30onレコ-卜円周） （ダス1、カバーを開けたときの最大値）
部 アーム実劭質置 7.5g （カー1、リンシなし） 重 置 3.6kg

酬カートリッジ重置 69 総 電 源 AC100V 50/60HZ
△ 消矜電力 〶3W

R5/色

5/
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3.機器構成品と付属品
•調整卓本体 WL-6I6/I0, 20, 30共通

W し Z820

W2-FBS/485
（アングル2個付）

WU-048

バーア

アンテナ取付ねじ
2個付

フットアングル W2FAS/C550

トカバ W2.FCD/A350

W2MSS/5008
（22個入）

ドねじ

ドねじ

M 4 X
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音量指示マーク

（6枚入Iシート）

（24枚入Iシート）

ブランクパネル
W2-BPW/I32

（132mmパネルホワイト）

ブランクパネル W2-BPW/88
（88_ハ•ネルホワイト）

ブランクパネル W2-BPW/44
（44mm✓、•ネルホワイト）

品 名 数置 品 名 数置
ア-トウン スマ イクロホン 1 取 扱兼 工事 説明 害 1

単 頭 プ ラ グ 3 操 作 説 明 害 3

複 式 プ ラ グ 5 保 証 害 1

3 ード ク ランパ 10 操 作 ボ ス 夕 一 1

15



レコードプレーヤ WE-BD22

品 名 数量 品 名 »•

電肩コード（約1.7m） 1 ターンテーブルシート 1

ステレオ用出カコード（約1 .5m） 1 ダストカバー 1

モノラル用出カコード（約1.5m） 1 取扱校明害 1

アース線（約1.5m〉 1 保 LEflT 1

EPアダプタ 1

暴袖卓 WしLI60

WL-Z820

W2-FBS/485
アングル2個付）

ドねじ
M 4 X

16



4.調整卓内ユニット構成図

※ワイヤレス受位機を,周怯!tUこラックマウントする場合は、朮力坩幅器がマウ 

マウントするか、電力！1M幅器の下にマウントしてください0

されていない卓に

機器構成例 ※.調整卓にマウント可能

品 名 品 番 寸法（幅）X（高さ） 数量 備 考

1 一元音声調整卓 WL-6I5 1

2 ステレオレコードプレーヤ WE-BD22 1

3 電力増幅ュニット ♦ WU-P42/43/45 WU-P42.P43 480（#1>X 88（裏さ） 
WU-P45 480（*I〉X 132（裏さ）■-

スビーカ教に洛じ60. 120.360W>fi 
含せ可11%ただし最大360W1で

4 有線マイクロホン 3 ご要望により各種あり

5 ベルタイマー TD-70 1

6 ミュージックチャイム * WZ-250 420（幅）X44（高さ）mm 1

7 モニタスピーカ 2
ご要望に応じ各種ス

ビーカを選定
8 教室用スピーカ 必要数

9 廊下用スピーカ //

10 レビータ WR-420A 1 3コィークド接枝可能

II ダイバシティワイヤレス受信機 «WX-I000 420（幅）X 44（高さ）mm 1 - 2 必要性の有無により

12 ダイパシティチューナユニット WX-D20I/A-G 各I WX-IOOO 1台に2台，で*可 
n、必饕性の有熱により

13 ワイヤレスアンテナ WX-I4I0 2

14 ワイヤレスマイクロホン WX-II00/A 〜G または WX-1200/A-G 各|

15 カセットテープレコーダ 1 録音出力は|回路です。

16 ソノワイドス匕一力（30W） WS-3250 2 体育館用

17 トランペットスビーカ（20 W） WT-900 2 屋外運動場用

18 ポリュームボックス WZ-5I 1 等 必要数

19 マイク□ホン用スタンド WN-6I0 3 ご要望により各種あり

20 200MHz帯ワイヤレス混合分配器 «WX-1400 420（幅）X44（高さ）mm 1 必要性の有無により

21 FM — AMアンテナ 各1 //

上乂の機器はシステムW成品のみで.ケーブル如等は別途必要です。

17



5.調整卓設置スペース

VT7

26-

〇

袖卓

〇

袖卓

00

卜操作卓

485 485 485

2 6 1559 6 .

6 .組合せ可能なユニットと配線数

品 名 Q X
□ □ W

接蜻可能 
台 数 線 材 本数

マイクロ ホン 3本 二芯シールド線 3

ミュージックチャイム WZ-250 i台
VA 2

レ ビータ WR-420A 1台 二芯シールド線 1

ダイパシティワイヤレス受信檐 WX-I000 2台 二芯シールド找 1

リモコンマイク WR-I55 制御ヶーブル 4

系統別リモコンマイク WR-I05等 伴IJ御ケープノレ n + 5

モニタスピーカ 2台 IV線 2

廊下、教室用スピーカ
廊下用 一般放送のみ…IV線 n;2

教室用 非常兼用…耐乾電蜻
2n又は
3n

糸nは局数を表わします。

〔注〕
•上表に記載されている愧器は外部より接統される機器です。中-内収納及びマウントされる機器は記板し 

ておりません。

参リモコンマイクは電源制御、スピーカの一斉制御方式を採用しています。又、系統別リモコンマイクは 

5局用（WR1（⑸10局用（WK110）の2神類があります。

•スピーカの配線数は下妃のようになります。

—般放送のみ 一般、非常放送兼用

音置調整器を使用しない場合 局数+ 1本 階数X 2本

音置調整器を使用する場合 局数+ 2本 階数X 3本

18



電力増幅ユニッ

（AC-DC 両用）

60W

WU-P42( 2 H) 
I20W

WU-P43( 2 H) 
360W

WU-P45( 3 H)

480

❾
〇

端子盤 WU- 〇48

480

〇 3 

〇 〇

〇 〇 

0 〇

19

エレクトロ

ミユージツクチャイム

ダイバシテイ 

ワイヤレス受信機

200MHz 帯

ワイヤレス；昆合分配器

WZ-250

WX-I400

420

16666 ；r：V I |«|
ぐ

- - - - - - 420 - - - - - - 1 壬
〇 I ■ 〇 ■ □「• 〇，口

WU-Q20

W2-LAW/A44

420

㊣リモコン配線工事の注意
リモコンを行う行う場合アース線（ 〇 Vライン）には制御リレー個々の電流が姐中する為、線材による 

祗圧降下が大きくなりますのでご注意下さい。

くわしくはWR-155,WR—110等の資料を御％下さい。

•調整卓にマウント可能なユニッ

品 名 品 番 ネル外技寸法0 取付アングル

(H2

 

)
8

00 

(Hsel



プランクパネル44™
W2BPW/44（パネルホワイト）

プランクパネル132""
W2BPW/I32

パネルホワイト）

プランクパネル88™
W2BPW/88

パネルホワイト）

W2MSS/5008

20



8.機器構成品の追加について

•袖卓の追加

フットアングル

-—フットカパ•
（卓背面のカパーです）

袖卓を追/川のときは次のようにご沈文ください。

袖卓 WしL160. . . . . . . . . . . . . XI

この商品は左図の艾線部分の商品や付W品でm成 

されて'■、ます。

袖卓中-体で•没;Wされるときは 

脚 WL-Z820 . . . . . . . . . . . . x 1

が必要です。

この.|_Uにラ../クマウントされるときは

jフノトアングル W2-FAS/C500 . X 2

I フ，卜力八一 W2-FCD/A350. .  XI

が必要です。

參ラックマウントの収納スペース

レコードプレーヤ

1§

足台があるときは 88n»n（2H）は調整卓に 足台がないときはS33™n
488wn(IIH)のスぺ （12 H）のスベ.

ラックマウント用のユニ.ノトには、飾りねじが付 

Wされていませんので、別途お求めください。

飾1）わじ（ 20例人）W2MSS/5008

Wし615Mタイプには 

キ:Mの•火:線部分の商品 

や付W品がついていま 

す〇尚、袖卓の背面に 

はフット々バーが取付 

きます。（1ヶのみ）フ 

ットアングルはその品 

さによって2神頌あリ 

ます。（一本の品泝） 

488mm W2-FAS/C500 

533mm W2FAS/C550

.ス
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■工事のしかた 

1.調整卓の組立てかた
（イ）調整卓総合組立図

ユニットの基本寸法

ねじ名祢 ねし外骰図（実物大） WL-616 WL-LI60

A 娜卓^付用ねし
(

• M5X35

4

B 部品取付用ねし 16

C 部品取付用ねじ
(
_ M 5 x 8

in 10

D
フットカパー取

付用ねじ（背面用）
(

4 4

E

飾りねし 
（ラック用ユニッ 
卜肋寸用） 1

q M 5 X 10

J W2-MSS/5008

1

⑵本入）

組立用付«部品名 品 番 WL-6I6 WL-LI60

1 脚 WL Z820 2 1

2 足台(485™n) W2-FBS/485 1

3 足台(970mm ) W2.FBS/970 1

4 足台取付けアングル 2 2

5 フットアングル（533"""） W2-FAS/C550 2

6 フットカバー W2FCD/A350 1

7 天面ハネル 1

8 端子盤 WU-Q48 1

9 AM用パーアンテナ 1

10 ブランクバネル（パネルホワイト）44™ 2

II ブランクバネル（パネルホワイト）88™* 1

取付け済み

ラスねじ

1Hの高さ

取付け済み
の取付ビッチはいずれも、幅465コ■ニン

、高さ44.45賺（EIA規格）です。
バーアンテナ

:こ付臑している） この44 45mmを操作卓底面 ラック ，こ収納

できる容鍾やユニットの萵さを表示して

22



（口）調整卓本体の組立てかた （ハ）袖卓（右側）の組立てかた

M 5 X35

M 5 X 10

01寸けM5XI
アンクル

、ーアンテナ通找口用コート穴

①脚2乍をわじ（M5X35）各2冬で取リ付けます, 

ねじは外側の小さい方の:# jじ穴から収リH•けて 

ください。

fこの時、脚の止め穴（衣爽砌ifti）に貼ってあり、 
（ますテープをはがしてください。 ノ

n M 5 X35

調整卓取付用ねじ 卜 111WlilUlWlMWU
U 実物大

② I山j足に足台収付けアングルをねじ（M5 X10 

各2本で取り付けます。

ねじは内側よリしめつけてください。

③ 足台収付アングルに足をねじ（M 5 X1〇 ） 

れ1冬で取リ付けます。

厂 M 5 X 10

部品取付用ねじ ■:: 111111
\ 実物大

④ 潤成而にA M >_n八ーアンテナをアンテナに 

付祕しているねじ（M3X4）2冬で取り付けま 

す。

次に調气そ巾-内部のアンテナ川接校コードと八一 

アンテ十のアンテナ川接絞コードをコネクタで 

接続してください。

糸ベーアンテナはUA感度状態になるようにま 

わしてお使いください。また、八ーアンテ十 

で卜分な感度が得らnない場は、n部アン 

テナを設けてください。そのP5、ラジオチュ 

-十部のアンテナ以）換スイッチはr E x T J 

にしてください。

⑤ 調t.Vレ-のI山j側にプレーヤ■:i及ひ■テーブレコーダ 

ヴが取リ付く場Aは、•狗輅ヴん:側Ifiiの；山線H川 

コード穴ぶたは収リはずしてください。また、 

左側に袖Ifiを取り付けた片袖タイブの場合はこ 

のふたをイi•側Iftiの通線Uに付け竹えてください,> 

右側に袖I冥を取り付けた片袖タイプの堝介は、 

付け抒える必要はありません。

⑥ 紐、Zてが終ったら•狗粘•レ.を起してください,，

フットアングル

X*® M5

M 5 x

ラスねし カバー

©ポリワッシャ

天面バネル

アンク

① 袖•:（の尺iriiパネルを取リはずしてください0

② 袖_Uのffiftiをドにして:Wき、ねじ2本（M 5

X 8 ）で、脚を右側而に取り付けます。ねじは 

袖1;（内側の凹部のねじ穴に取り付けてください< 

（この時、脚の||..め穴（人炎I山j而）に貼ってあ、 
し）ますテープをaがしてください。 ）

③ 油•:（の脚にフットカバー右側面を取り付けます。 

この時フットカバーのh部を巾.欣ifiiのm:に差し 

込んでください。

ねじ（M5X8） 2本で取り付けてください。

フット々パーん:測面は調怯111右脚の外側に同じ 

ようにしてihめます。< •狗怙（付Wのわじ使用）

④ 成ifii （: fj-いているコード油し穴ぶたは、汕線 

の小数に.tリ収りはずしてください。

（ラ/クマウントタイブにしない叫合は収リ 

はずさないでくだ？い。）

⑤ を起こし、•刺の心側（前而より兄て）に 

1> わせ、ねじ（M 5 x 8 ） 2本で、袖ヴの内側よ 

リ|"|部のねじ'八に儿丈リ付けます。

⑥ 油“のI山j脚にねじ（M 5 x 8 > 芥2本でフット 

アングルを取リ付けてください。

（游1格_;t付/成のねじ使用）

M 5 X

部品取付用ねじ

⑦ 人ifiiパ’ネルを取リ付けます。ねじは、Xtftiパネ 

ルを取リ付けていたねじ4本を使川してくださ
い0

⑧ 令部の！^線l:_|V■終J*後フット々ハ-—背面板をM

4X8 4本で取付けてください。（調輅卓付

祕のねじ使>
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（二）袖卓（左側）の組立てかた

M 5 x
ラスねし

ポリワッシ

足台取り付けアンクル

天面ハネル

足台！）； 0付けアンクル

①袖ヴの天tfri八ネルを取りはずしてください＜

（D«l■レ-の背面をドにして:Sき、ねじ＜!VI5x8）

2本で.脚をん:側ifiiに取リ付けます。ねじは袖 

■:iの内側より凹部のねじ穴に取リ忖けてくださ

い0

（この時、脚のihめ穴（炎與両ifii）にIWってあ1 

Iるテーブを、はがしてくた■さい。 J

©脚に足/?取リf十けアンr，レを取りfiけます。

もう一"の^!台取りftけアングルU ,刺な卓の左 

脚に収リf.J-けます

ijじはM5 X 8 み2木を使川します,，

④袖中-を起こし、，凋の左側（lii] Ifiiよリ兄て） 

に合わせ、油•:（の内側より、ねじ（IV1 5x8） 

2本で取り付けます。

⑤足台を足台取り（十けアングルに取り付けてくだ 

さい。ijじはM5X8 各1木を使⑴します。

部品取付用ねじ
M 5 X 8

U 実物大

⑥人Ifiiパネルを取リ忖けます。ねじは、人Iftiパネ 

ルを取リ付けていたねじ4本で取りfj•けてくだ 

さい。
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（ホ）袖卓を調整卓から離して設置する 

場合

袖卓（右側）の場合］

ぶ

Wl '；«■を自、T•させる場合には、別途次のようなr. V 

部品が必要です。
脚 WL-Z820 . . . . . . X 1本

ただし、汕•:（に機器をラックマウントする堝介に 

は足台はイく要です。ただし、フットアングル 

（W2-FAS/C550）フットカバー（W2-FCD/ 

A35（りが1紺必要です。

組、T.て力上は袖ヴの斜I、•/■.て"と［＞；1«ですが、付祕 

のnケ•用脚|Aiaねじ（M5X8）で、巾•の内側か 

らA:心谷1本ずつ1卜.めてください。また、fil険防 

止、外観1:、通線【】にはコード穴盖を取り付けて 

ください。コード穴蓋は脚に3枚忖/成されていま 

すので、蓋のない部分に取付けてください。

袖卓（左側）の場合

別売りWしZ820の構成

脚 1本

コード穴蓋 3枚

自立用脚固定ねじ（A） 2本

コード穴蓋止ねじ（B ） 6本
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（へ）端子盤の取り付けかた

端i•盤はすべての配線が終rしてから袖•;（のm-ド 

段に飾リねじ、A-：心各2本でラックマウントして 

ください0

マウントのピゾチは44.45mm（lH ）、幅は485mmで、 

EIA規格に準じています。

卜）電力増幅ユニットの取り付けかた

屯ノJ坩幅ユニノトを取りf.J■けるヴのフ/トアングルの姑h段（こは、位険防止のためf.J■祕の44mm（lH）の 

ブランクパネルを必らず取り付けてください。

足台なし、端子盤付の場合

n風のih 
44mm ＞ブラi ///////'

＞ラ ノクマウントで

次のとおりです

の数は

W数 品番 台教 高？寸法（1 H =44mm）

60 W WU-P42 4 2 H
I20W WU-P43 3 2 H
360W WU-P45 1 3 H

〈足台付、端子盤なしの場合

りプラン 
クパネ

＞ラゾクマウ

次のと•#：＞•リ

できる'心力増幅ュニ の数：よ

すC

W数 品番 台数 高さ寸法（1 H =44™i）

60 W WU-P42 5 2 H
I20W WU-P43 3 2 H
360 W WU-P45 1 3 H

►1つの卓の中に電勹増巾昆ュニ，卜の台'計出力が 

360 W以上は、絶対収納しないでください。

＞またこのW整卓が接鋏できる電力増糴ユニット 

は360Wまでです。

►電力増幅ュニ’卜：よ端子盤の直上段から關にラ 

ノクマウントしてくだ:？い〕すき問はブランク

パネルを取り付けてください。

►屯力増幅ュニットが人らない場合には、袖卓に 

別途、フットアングルW2-FAS/C500及びフッ 

トカバーW2-FCD/A350をお求のし取りず十け 

てください。

（チ）その他の機器の取り付けかた
p レコードフレーヤ

袖卓 tPlDoi

485

V
袖卓

»•端子盤•
485

•その他、ワイヤレス受信機等ラノクマウント可 

能な楝器の明細についてはP19の凋枝にマウ 

ント可能なユニットの項を参照してください。

•調1?さ1:にラックマウント可能なスペース（必さ） 

凋輅_;（本体：（11 H （488mm）

袖：11H【ただし端子盤（2 H＞を取付けた場

合：ion】

26



2 .接続のしかた

（イ）入力端子部の接続方法

前テーブル

シャーシ固定用ねじ

① 凋祭ヴ的テーブルのねじ（左右各1個）をゆる 

め、テーブルを持って手前に引きながら下にさ 

げてください。

② 左図のように前テーブルが開きます。

©前テーブルを開くと、的由］人出力端子、吻側に 

シャーシ固定ねじが各1本ありますのでこれを 

はずしてください。また、各人力機器接絞後は 

必ずねじをしめてください。

④人力線は内部の通線レ！より的面の人力端子部に 

妃線してください。

通線UU各“とも左も-成ifti及ひ-砌側Iftiにありま

す。

⑤人出力線は操作パネル與I酎にある苺板等に当ら

ドで東線してこ付械の束線バン くださないよう

⑥外部よリ•狗恍ヴにコ… ドを接絞する場ぐj■は、

テーブルのすき間から汕線して入力端F•部に接

、前テーますと ルの開閉にさ しつかえあ

りません。

通線口 複式^7ラク単頭プラグ ミニプラグ

27



各入力端子に接続可能な機器
入力端子名 接統可能機器
マ1rクI ~ 3 600Q平衡又は不平衡型有線マイクロホン（600^2平衡型がより望ましい） 3回路
レ13—ド モノラル翌ムービングマグネチック（M.M型）レコードプレーヤ（WE-BD22等） 1回路

ライ ン1 ~ 2
ワイヤレス受信磯、ステレオテープレコーダ

BGM演奏装置、CMマシンのうちいずれかを接続 2回路

ライン 3

ライン1,2, 4と同じ機器が接続できます。

ジャックは単頭プラグ用とミニプラグ用とあり、ミニプラグ用ジャ 
ミニジャックの方はカセットテープレコーダが接続できます。

ックが優先して使用できます。

1回路

レ ピ — 夕 レビータ WR-420Aが接続できます。 1回路

チ ャイ ム ミュージックチャイム（WZ-250等） 1回路

リ モコ ン —舟$放送リモコン装置（WR-I05等） 1回路

出 力 電力増幅ユニットのINPUTより接続 1回路

録 音
テープレコーダ用の録音端子で単頭プラグ用とミニプラグ用のジャ 
又ステレオ用テープレコーダも接続できます。

ツクがあります。

1回路

（口）調整卓内通線要領図
調怯卓の通料u】は1則面（左も-X1）、底面（左irx1 に設けてあり.内部（こ通線しますのでrtd線距離が短

かくて済み.しかも、外に線tすが戎出し•ません,

フタ
^接続されるコードの本数によ 
kフタを取りはずしてください

A

//

1
//

- - - - - - - - - - - - - 7^

=1
)

- - - - - - - - - ^7

ご注意

操作卓 VVL-616）のん:側面の汕線mこ：iふたがf.j-いていますので両袖タイプ（Wし615、 

Wし615M）の場合は取りはずしてください。

片袖タイブ（WL-618）はこのふたをも-側の通線Iコに取付けてください。

内部の通線状態

袖卓 IS整卓

既設工事等でピットを設けることが
収納部 不可能な場合にはフットカパー背面

下方の;1球口からtii梓が可辟です。

，///////////通
77'

調整卓背面図 ピット

※背面には接続端子部.コード類は全く a出しません 28



余スピーカ及從プ幅ユニットはAchとも1"］じ 

ように棧続してください。
iチヤイムWZ_250等の 
1制御出力端子へ接続 

J （極性無し）

川職州

nil

端F盤背面にあるCN-1〜CN- 4の端子に，興怒 

卓からの15芯ヶーブル（約2m）を接絞してく 

ください。

注10局用の場合はCN2〜CN3、20局用 

場合は、CN-3は接絞しません。

►端子盤の接続方法

端f盤に接絞しやすいように出力線は約1mm 

度GIき出してください。

左図のように端f盤が十分前に01き出せるよう 

出力線に余裕をとリますと接絞及ぴ点検が容易 

です。

29

（ハ）出力端子部の接続方法 

•端子盤の明細
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ICO M端子等の増設につ

►チャイムの接続方法

ミュージックチヤイムWZ-250

|チャイム出力

WZ-250の電源
1 + 甘枯 Ar innw

いて

r-i

WZ-250
に付属

AC 100V 
SO 60Hz

COM端r-及びK o（緊急）端子を増設する場合に 

は61-72番のあき端子をご利用ください0 

C OM端子を増設する場合はC O Mとあき端子の 

間に線を左図のように接続してください。

すでに71.72番ピンにはOV端子を増設してあり 

ます。

ミュ—ジ.•ノクチャイム用のタイマーには松下電工 

製TD70をお使いください。

接続は左図のようにしてください0

ご注意

系統別のリモコンマイクWR-105.110を使用 

したシステムでは、チャイム起動がか、っても 

リモコンしている系統のみにチャイムが流れ、 

その他の系統には放送されません。

したがって、このようなシステムを構成してい 

る場合はチャイム接続を下図のようにしてくだ 

さい。

スピーカ制御一斉とチャイム制御の間にダイオ 

ード（RM1Z） を接続する。

この時スピー々制御一斉端子を増設すると便利 

です。

てくたさ^

タイマーTD-70 ベルタイ7 — TD-70

の出ているコン! 
セントへ接輅し:

< W U - R 86>

チャイムの制御出力端子へ
接Wする

30

① 電線の被後を取り芯線を5〜8匪程度露出させ

てください。

② 次に端子のねじを平型ドライ八一で左図のよう 

にゅるめ、線材を端子上部の穴に差し込み再びね 

じをしめつけてください。

③ ねじでしめつけたあと線を引いてみて、抜けな 

いことを確認してください。

※端子盤は下部の端子間に上部の端子が配線され 

ていますので左図のように配線しますと、仕上 

りがきれいです。

3.5mm程度のもの

〔注意〕
ドライ八一は先の細いものをお使いくださいC

9 10 II 12 13

<k «
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端子盤くWU_Q48>

リモコンマイク<WR-I55>

0 V
+ 24 V
放送制御
コーノレサイン

C

H

1
調整卓の 
リモコン入力-

=〇

參線材の処理について

出内ii線の場合、フノトカハ•一背面と床面との 

スペースが38mmですから、線村の束線は.これ以 

下にしてください。

このスぺースは、4> 1.2mmのI V線が70本程度 

通線できる大きさです。

•端r盤を収納した後の線材は下図のようになり 

ます。

i端f.盤が容易にマウントできるよう、あらかじ 

め線材を曲げてください。

で

q、り 1

f，”, K > > »>>• r- r rr» -n-Trrr
W伽胸湖_“げ.'•暴1-

. . . -• . . . .
パ.：,‘,•パ*: h; i ぃ..iU‘：'

-…•平來ぃ .卜
-/I

31

春単局リモコンマイクの接続方法
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（二）電力増幅ユニットとの接続方法
項式プラグ 調整卓入力端子部の

t出力\ンャ クへ接続

電原コード

I調整卓の電源部へ接続

調整卓側に接続される出力線は4ビ
コネクターを外し、線材を直接端

子盤（WU-Q48）に接続します。

CNM端子 線色 ビン番号マ〇ぬj

今分*n

※接続コード（2甫力増?！ユニットに付;！されています <こ•注*>

黄色累色のケープ）Wi箱子盤に接校しな 

いでください。シヨートしないように絶《

処理しておいてください。通線口霄3Sコード（付, AC100V
50/60HZ

下/4LJ内をアースW（付属）
ください..

モノラル用出カコー 前テーブル

•失•際のfid株;i袖卓と WL-6I5シリーズ等 茆テーブルの外しかたは.
27ページをご参照ください。

■DU®卓の通*SU

して接統さ

レコードプレーヤのアース線の接続

※前テーブルを外してからでないと操作ハネ、ルを起こせません：

操作ハオ、ルを起こす

レコードプレーヤのア 

—スは、左図のように 

M4のねじで固定して 

ください。

ンヤーン..:〜

アース線

（へ）テープレコーダとの接続方法

Iモノラル出力にする場合 |ステレオ出力にする場合

ライン入カライン出力 ライン入カライン出力
I 〇〇 〇 〇1 1〇 〇 〇 〇 |

_■ ■ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ t— _ _ __ _ _ _ _ _ _ _ r

調整卓入力端子部の*ライン*ジャック
調整卓入力端子部の録音〃ジャック

現地にて製作

AC100V

50/60HZ

調整卓入力端子部のラインIへ接続 
調整卓入力端子部のライン2へ接続 
調整卓入力端子部の録音Iへ接続 
調整卓入力端子部の録音2へ接続

現地にて製作



（卜）外部アンテナの取り付けかた

①副操作パネル

②

——AM

ドクラ

① 副操作バネルのじ2本をはずし、副操作パネ 

ルを引き出してください。

② 内部にあるラジオチューナ部にA MとF Mのア 

ンテナ端子があ1）ます。

③ AMアンテナはAM端子へ、FMアンテナは、 

フィーダ採の場合（i 300Q端:？•へ、同軸ケーブル 

の場合は75 Q端子へ接続してください。

④ また、AMアンテナを外部アンテナにする場合 

は、アンテナ切換スイッチを「EXT」に切換え 

てください。

M軸ケーブルをご使川の場〇はコードクランバ 

にシールドを接地してください。

（チ）主電源コードの接続方法

主電源

AC100V

AC100V

コードクラ

① アンテナ接絞の時とM様副操作パネル上部のふ 

たを開くと内部に迸源制御部があります。

② 瓜源制御部の右端にA C100V人力端子がありま 

すので分笊盤等よ*）商接配線した電源ケーブル 

（容置15A以上）をナイロンクランパーでクラン 

プし、接絞してください。

アース端f•は必ず接地してください。

③ 電源接絞その他すベての接絞が終了してから主

源スイッチを「入jにしてください。
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口 tzi

HA基板

VR-101

□ t=□□口

-ルサイン レ

基 板 ピ
|

VR-6 夕
基

® 板

（リ）背面カバーの取付けかた

袖々に傚器をラ’クマウントする場合には、電ス用品取締法上、及び外奴を整えるため、背面々パーを取付 

ける必要があります。

① フット々ハ•一側面の突起部を中.庇面の;;こ人れ 

両脚の内側から付械のビス（み2本）で取付け 

てください。

※この場合、脚のビス穴は後方の穴を使用してく 

ださい。

② 袖嗔にマウントした機器の妃線終了後フ/卜乃 

八一背面を凋枝卓に付Wのねじ（M 4 X 8

4本でフット乃八一左右側面に取付けてくださ

-ご注.

_面ハ•ネルは 卜収納前に取付けてください

（ヌ）設置時の調整について

緊急放送のfv wは蛟適と思われる,1y- !.s：：i 

済ですが必装に応じて,岡miも"r能です。

操作，:Iの操作パネルを問くと4枚のブリント 

袖板が人っていますからを参々にして,狗 

msしてくた•さい,，

ア十ウ ::M ……H A I

V R-101

コールサインの,* [,1：■ コールサイン

从板のV R 6
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便ネIjメモ（おぼえのため、記入されると便利です。）
ご購入年月日 年 月 日 品番 WL-615シリーズ

ご購入店名 電話（ ） 一

最寄りの当社ご相談窓口 電話（ ）

松下電器産業株式会社 

松下通信工業株式会社 AVシステム事業部
〒224項浜市都筑区佐江戸町60C » （045） 932-1231 （大代表）

G 0778-5076 A8QA0745DN




